
歴史的風致形成建造物 指定台帳 

指定番号 39 名称 鳴川町町家 

指定年月日 R8.3.24 所在地(指定地) 鳴川町 42番地 

指定建造物 主屋 建築年代・概要 明治前期 木造つし二階建、切妻造、平入、桟瓦葺 

位 置 

・ 

歴 史 

町名は町の中央を西流する川の名に由来する。南北通りは川に向かって下り、川を越える

と上りとなる。奈良町では他にみられない地形で、町家の残りがよいことや寺院が多いこと

も相まって、高低差のある特徴的な景観が形成されている。 

敷地は町北端にあって東面する。間口９ｍで奥行50ｍと、奥行が特に深い。主屋は明治前

期頃の建築とみられる。大正～昭和初期頃の渡廊下と主屋同様に古い土蔵が後方に続く。昭

和前期以前の来歴は不詳であるが、登記簿から明治44年（1911）に売買があったことが知れ

る。昭和27年（1952）に製墨業・桂林堂の２代目（現所有者の祖父）が取得し工場とした。

昭和40年（1965）に事業を継承した３代目は本店と住まいもここに移した。平成20年頃に操

業をやめ一時無人となったが、平成22年頃に土蔵後方の建物を住宅としてリフォームしたと

いう。その後再び無人となったが、令和7年度に修理を行い、飲食店として活用されている。 

建物特徴 

・ 

改修履歴 

主屋は、間口４間半のつし二階建で、南２間を土間、北２間半を居室とする。土間は落棟

とし、煙出が残る。表構えは、北端を戸袋とする以外はすべて格子とする。つしに虫籠窓と

袖卯建を設けるが、出桁はない。１階の居室は１列４室で、みせの間の周囲と土間境は軸部

を差物で固める。２階は表を一段低いつしとし、後方北側に３室並べる構成である。１・２

階とも座敷に床・棚・書院（１階は掛障子）を構え長押を廻すが、２階は後世の造作のよう

に見える。１・２階とも、表から２番目の部屋は南北に間仕切するが（１階間仕切りは令和

7年に撤去）、後設かもしれない。 

土間は現在も通り土間のままである。もとは戸口に摺上大戸を入れ、しもみせがあった。

工場となった頃に中央上部に製墨用の部屋を設け、住まいを移した際、土間の一画に台所を

設けた。この頃しもみせをシャッター付の車庫とした。大戸も遅くともこの頃には摺上式で

はなくなったとみられる。平成22年にシャッターと大戸を撤去しアルミサッシを入れたが、

令和7年に平格子と引違戸に整備し、木部はベンガラ塗であったのを黒色塗装に改めた。 

昭和中期以降の改修は土間部に限られ、保存状況は極めて良好である。 

＜改修履歴＞昭和前期以前：不詳。昭和中～後期：土間部改修。 

      平成22年：屋根葺替、土間正面改修。令和7年：表構え整備、内部改修 

活 用 飲食店として活用。 

価 値 

造りが良く意匠も優れた質の高い町家であるだけでなく、町家と寺院の白い土塀が坂道に

沿って階段状に連続する特徴的な景観を構成する点は、良好な市街地環境の形成に大きく貢

献しており、奈良町の町家の暮らしにみる歴史的風致の維持と向上に寄与する。 
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